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はじめに

　吉本・野上（2009；2010）によって，白山の植物
の開花と消雪時期との関連性が指摘されている。一
般に，植物では芽生え，展葉，開花，結実，落葉な
どが毎年繰り返される。フェノロジーとは，それら
の周期現象が始まる時期，継続期間，終わる時期を
まとめたものである。したがって，開花フェノロジ
ーとは，開花の開始，継続期間，終了時期のこと
である。また，植物の開花時期は，植物の種子生
産に大きな影響を与えるといわれている（Rathcke 

and Lacey，1985；Kochmer and Handel，1986；
Hamann，2004）。白山での開花フェノロジー調査
の必要性は，白山が全国的有数のブナ林を持つ山地
帯から，多くの高山植物の分布の西限となる亜高山
帯，高山帯まで有することによる（米山，1985）。
高山帯の面積が狭い白山山系では最近の地球温暖化
の影響で高山植物の生育は危うい状況にあるといわ
れていること（増沢，1997；独立行政法人国立環境
研究所ほか，2002），いしかわレッドデータブック
＜植物編＞2010（石川県環境部自然保護課，2010）
では，「白山山系の亜高山帯・高山帯の植物個体群」
は「絶滅のおそれのある地域個体群」として指定さ
れていることも白山での調査が重要である理由とな
っている。
　ブナ林の開花季節を温暖化の指標にすることの有
効性も指摘されており（高橋ほか，2008），白山山
系の山地帯から高山帯に生育する植物の開花フェノ
ロジーを明らかにすることは，種子生産，種子散

布，実生数などと共に，植物の繁殖に関わる最も基
礎的な情報を提供する。そこで，本研究は2009年，
2010年に引き続きおこなった白山の山地帯から高山
帯までの開花フェノロジー調査結果について報告す
るとともに，高山生態系において植物の開花フェノ
ロジーに影響をもたらす最大の要因とされている消
雪時期の変動（Kudo，1992；Molau et al，2005）と
の関係を比較する。
　開花フェノロジーの変化から温暖化の程度を推定
することは，亜高山帯･高山帯の植物個体群の保全
を考える上で重要である。この調査は，数年で顕著
な結果が得られるわけではないが，10年後，20年後
に重要な意味を持つ基礎調査である。

調査地と方法

　2011年 5 月25日～ 10月11日の間，砂防新道沿い
（図 1）にみられた開花個体をほぼ10日間間隔で
種（亜種以上）ごとに記録した（付表）。標高は，
1,260m（別当出合）から2,702m（山頂）である。
本研究での個々の花の開花および開花期間の定義，
山地帯，亜高山帯，高山帯の区分は2010年と同様で
ある。また，雪解け日推定のために設置した地表面
温度測定機器類も2010年と同様である（吉本・野
上，2010）。

結果および考察

　付表は植生帯ごとに開花を確認した種（亜種以
上）の開花日を示している。開花確認できた数は，
イネ科,カヤツリグサ科を除く335種（うち木本：94

　

砂防新道の植生帯ごとにみられる開花フェノロジーの比較：2009 〜 2011

吉　本　敦　子　石川県白山自然保護センター
野　上　達　也　石川県白山自然保護センター

COMPARISON OF FLOWERING PHENOLOGY AMONG THREE VEGETATION ZONES 

ALONG SABOU-SHINDOU TRAIL ON MT.HAKUSAN: 2009~2011

Atsuko Yoshimoto,  Hakusan Nature Conservation Center, Ishikawa

Tatsuya Nogami,   Hakusan Nature Conservation Center, Ishikawa



石川県白山自然保護センター研究報告　第38集（2011）

─ 8 ─

種，草本：241種）であった。なお，2009年は246
種，2010年は318種であった（吉本・野上，2009；
2010）。2010，2011年の確認種数は2009年より多く
なっていた。2010，2011年はほぼすべての開花期間
を通じて調査を行ったこと，調査区域を2009年の高
天ヶ原（標高2,600m）までから，山頂までに延長
したこと（図 1）による。
　図 2 ～ 4 は，2009，2010，2011の 3 年間の植生
帯ごとの開花を確認した植物の種数変化を示してい
る。一般に，平野部や丘陵の植物の開花パターン
は，夏に開花種数が減少し，春と秋に開花種数のピ
ークがある 2 山型を示すことが知られている（Kato 

et al，1990；Inoue et al，1990；服部ほか，2001；
吉本 未発表）。白山においても2010，2011年にお
いて山地帯は同様の結果を示した（図 2 ，表 1）。
2009年の調査（吉本・野上，2009）では 6 月16日以
前（春先）は未調査のため開花状況については分か
っていないが，2009年山地帯の開花は2010，2011年
と同様の 2 山型を示した可能性が高い。

　山地帯で開花した木本のうちミズキ，オガラバ
ナ，コマガタケスグリの雪解けと開花フェノロジー
を比較した（表 2）。ミズキは，2010年の山地帯で
の雪解けが2009，2011年と比べて早かったにもかか
わらず，開花初日，開花終わり共にほぼ同時期であ
った。山地帯から亜高山帯に生育するオガラバナ，
コマガタケスグリのうち山地帯で生育する個体の場
合は，雪解けの早かった2010年は，開花初日，開花
終わり共に2009，2010年より早くなっていた。3 種
とも山地帯に生育する木本ではあるが，ミズキは高
木，オガラバナは小高木，コマガタケスグリは低木
であり，雪解け時期の冬芽の位置が異なるため，雪
解けに対する反応が異なった可能性が考えられる

図２　 山地帯（1,260m～ 1,750m）における登山道
沿いの調査日ごとの開花種数の変化

表１　 2011 年各植生帯での開花種数，開花初日，
開花ピーク日

植生帯 種数 開花初日 開花ピーク日
山地帯
亜高山帯
高山帯

258
161
85

―
5/28
6/27

6/18，8/30
7/28
7/28

開花個体の中で複数の植生帯にわたって生育するものは，
それぞれの植生帯で開花した種として数えた。

表２　 年ごとの雪解け日 (山地帯）と山地帯で生育するミズキ，オガラバナ，
コマガタケスグリの開花フェノロジー

2011
5/27頃

ミズキ

オガラバナ

コマガタケスグリ

開花初日
開花終わり

開花初日
開花終わり

開花初日
開花終わり

6/15
7/25

7/ 1
7/21

6/15
6/27

2010
5/10頃
6/18
7/28

6/18
7/14

6/ 8
6/18

2009
5/30頃雪解け日
6/16
7/29

6/30
7/29

6/16
6/22

図１　調査区域（太線）
国土地理院発行5万分の1地形図「越前勝山」「白山」を使用。
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（Molau et al，2005）。
　亜高山帯，高山帯の開花のパターンは 3 年間とも 

1 山型であった（図 3 ，図 4 ，表 1）（吉本・野上，
2009，2010）。亜高山帯で開花確認した種類の開花
ピークは，3 年間で明確なずれは確認できなかった
（図 3）。高山帯で開花確認した種の開花ピークは，
2010が最も早く，次いで2011，2009年の順であっ
た（図 4）。これは，室堂（白山比咩神社祈祷殿横）
の雪解け推定日の順（表 3）と一致していた。上部
の植生帯にいくほど，開花種数が少なくなっていた
（表 1）。2011年高山帯のみで開花を確認した種は，
イワヒゲ，ガンコウラン，コメバツガザクラ，イワ

ギキョウなどわずか11種であった。
　高山帯で開花を確認した種のうち 3 年間で開花確
認できた 6 種について開花初日を比較した。6 種と
も2011年は，2009，2010年より開花が早かった（表 

4）。地表面温度の変化による高山帯の雪どけ推定
日は，山頂下，室堂（白山比咩神社祈祷殿横），弥
陀ヶ原で比較すると，どの年も山頂下が最も雪解け
が早く，次いで，室堂，弥陀ヶ原の順であった（表 

3）。開花初日が，6 種とも2011年で早かったのは，
2011年の山頂下の雪解けが早かったことが影響して
いる可能性が高い。
　6 種のうちクロユリの開花に焦点をあてる。3 地
点のクロユリ開花初日を比較した結果，3 年間を通
して山頂下の開花が最も早く，室堂（白山比咩神
社祈祷殿横），弥陀ヶ原の順であった（表 5）。3 年
間の雪解け推定日も同様の順を示している（表 3）。
したがって，雪解けとクロユリ開花初日には関連性
があることが推定できる。高山生態系における消雪
時期の変動が植物の開花時期に変化をもたらすとい
われているが，これは白山のクロユリにおいても同
様にいえよう。今後，地球温暖化が進み消雪時期が
早まった場合，クロユリをはじめとする高山帯で生
育する植物の開花時期に影響が出る可能性がある。
　2009 ～ 2010年の 3 年間の開花フェノロジー調査

図３　 亜高山帯（1,750m～ 2,330m）における登山
道沿いの調査日ごとの開花種数の変化

図４　 高山帯（2,330m～ 2,702m）における登山道
沿いの調査日ごとの開花種数の変化

2009年の高山帯は2,600ｍ以上で開花した個体を除く
は、各年の室堂（白山比咩祈祷殿横）での雪解け推

定日を表す

表３　地点ごとの雪どけ推定日の年間比較

　
2011年

山頂下
室堂（白山比咩神社祈祷殿横）
弥陀ヶ原

2,530
2,450
2,340

5/11
6/ 7
6/28

雪どけ推定日
2010年
5/16
5/26
7/ 2

　
2009年

標高　m場所

5/13
6/14
6/23

表４　 高山帯で開花した種の開花初日の年間比較
　

2011年
クロユリ
コバイケイソウ
アオノツガザクラ
イワカガミ
ミヤマキンバイ
ミヤマタネツケバナ

6/27
7/ 7
7/ 7
6/27
6/27
6/27

開花初日
2010年
7/ 1
7/14
7/14
7/ 1
7/ 1
7/ 1

　
2009年

高山帯で開花した種

6/30
7/15
7/21
7/ 7
7/ 7
　7/ 7＊

＊：標高2,600m以上で開花した個体を除く

表５　クロユリ開花初日の年間比較

　
2011年

山頂下
室堂（白山比咩神社祈祷殿横）
弥陀ヶ原

6/30
7/10
7/15

クロユリ開花初日
2010年
7/ 8
7/10
7/25

　
2009年

場所

6/30
7/18
7/21
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から，植物の開花は，種の持つ特性だけではなく，
気温，雪どけ，日照等さまざまな要因が関係してい
ることが示唆された。そのため，今後も開花フェノ
ロジーの継続的な調査が必要と考える。地球環境の
変化が植物の繁殖に影響を与えることが予想されて
おり、特に，高山帯ではその影響が顕著に表れるこ
とが懸念されている（名取，2006）。10年後，20年
後の白山山系の亜高山帯・高山帯の植物個体群の保
全を考える際に，今回の調査結果と10年後，20年後
の同様の調査の比較が重要な示唆を与えることが期
待できる。

摘　　要

　2011年 5 月25日～ 10月11日ほぼ10日間ごとに砂
防新道（1,260m～ 2,702m）の開花状況を調査した。
その開花パターン，開花種数を2009年からの 3 年間
で 3 植生帯（山地帯，亜高山帯，高山帯）ごとに比
較した。山地帯の開花ピークは 2 山型を示したが，
亜高山帯，高山帯では開花ピークは 1 回であった。
高山帯で生育するクロユリをはじめとする植物の開
花時期は雪解けに影響を受けていることが示唆され
た。
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8/
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9/
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8/
12 　 1
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付
表
　
20
11
年
砂
防
新
道
で
確
認
さ
れ
た
被
子
植
物
（
イ
ネ
科
・
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
除
く
）
の
開
花
状
況
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7 2 2 23 12 23 1 1 2 2 1 1 3 1 2 1 12 1 2 3 1 12 12 12
3 1 1 1

5/
25 　

種
名

ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ

ハ
イ
イ
ヌ
ガ
ヤ
　
＊

ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
　
＊

ヤ
マ
モ
ミ
ジ
　
＊

ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ

オ
オ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ

コ
ヨ
ウ
ラ
ク
ツ
ツ
ジ

イ
ワ
カ
ガ
ミ

ツ
ク
バ
ネ
ソ
ウ

ミ
ネ
ザ
ク
ラ

タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ

ミ
ネ
カ
エ
デ

マ
ル
バ
ア
オ
ダ
モ

ア
キ
グ
ミ

ア
ズ
キ
ナ
シ
　
＊

ク
ル
マ
バ
ツ
ク
バ
ネ
ソ
ウ

ツ
バ
メ
オ
モ
ト

ツ
リ
バ
ナ

ド
ク
ウ
ツ
ギ

ハ
タ
ザ
オ
　
＊

ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ

マ
ム
シ
グ
サ

ム
ラ
サ
キ
サ
ギ
ゴ
ケ
　
＊

ル
イ
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
マ

ミ
ヤ
マ
ア
オ
ダ
モ

シ
ャ
ク

チ
ゴ
ユ
リ

ツ
ボ
ス
ミ
レ

タ
ケ
シ
マ
ラ
ン

イ
ヌ
ガ
ラ
シ
　
＊

ク
ル
マ
ム
グ
ラ

ク
ロ
ウ
ス
ゴ

コ
マ
ユ
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ユ
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付
表
　
20
11
年
砂
防
新
道
で
確
認
さ
れ
た
被
子
植
物
（
イ
ネ
科
・
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
除
く
）
の
開
花
状
況
（
続
き
）
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付
表
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被
子
植
物
（
イ
ネ
科
・
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
除
く
）
の
開
花
状
況
（
続
き
）
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P
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L
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ci
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m
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E
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G
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m
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ch
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  v
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cu
tif
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iu

m
 

Sa
xi
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a 
fo

rt
un
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 v

ar
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is
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ob
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E
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at
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iu
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r.
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m

 

St
el
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ri

a 
ni

pp
on

ic
a 

P
ol
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on
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 m
ac

ra
nt

hu
m

 

L
ip

ar
is

 k
um

ok
ir

i 

A
ce

r 
m

ic
ra

nt
hu

m

P
an

ax
 ja

po
ni

cu
s 

P
hi

la
de

lp
hu

s 
sa

ts
um

i 

P
ri

m
ul

a 
cu

ne
ifo

lia
 v

ar
. H

ak
us

an
en

si
s

G
eu

m
 p

en
ta

pe
ta

lu
m

 

E
pi

lo
bi

um
 fo

uc
au

di
an

um

C
ac

al
ia

 m
ax

im
ow

itz
ia

na
 

H
os

ta
 s

ei
bo

ld
ia

na

G
au

lth
er

ia
 a

de
no

th
ri

x 

Sa
lix

 r
ei

ni
i

10
/1
1 1

7/
21 1 1 12 3 3 23 23 2 2 23 23 23 2 23 23 23 1 12 23 3 23 23 1 1 12 23 1 3 1 2 2

9/
8

1 1 3

9/
28

1

8/
30

1 1 12 2 2 1 3

9/
15

1 1 3

8/
1

3 3 2 2 3 2 2 2 23 23 23 1 1 2 3 23 23 1 1
12
3 23 1 3 2

8/
12 23 1 2 1 12 2 23 1 3 2

8/
8

2 2 2 23 2 3 1 1 2 3 23 1 23 1 12 12 23 1 3

付
表
　
20
11
年
砂
防
新
道
で
確
認
さ
れ
た
被
子
植
物
（
イ
ネ
科
・
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
除
く
）
の
開
花
状
況
（
続
き
）
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6/
15 　

6/
27 　

6/
3 　

7/
7 　

5/
25 　

種
名

テ
ガ
タ
チ
ド
リ

ゴ
ヨ
ウ
イ
チ
ゴ

ハ
リ
ブ
キ

ミ
ヤ
マ
タ
ン
ポ
ポ

エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ

ミ
ヤ
マ
オ
ト
コ
ヨ
モ
ギ

コ
ケ
モ
モ

キ
ソ
チ
ド
リ

ヒ
メ
ア
カ
バ
ナ

ハ
ナ
チ
ダ
ケ
サ
シ

タ
カ
ネ
ナ
デ
シ
コ

オ
オ
カ
ニ
コ
ウ
モ
リ

カ
ニ
コ
ウ
モ
リ

イ
ブ
キ
ト
ラ
ノ
オ

ハ
ク
サ
ン
フ
ウ
ロ

ミ
ヤ
マ
ア
ワ
ガ
エ
リ

イ
ワ
ア
カ
バ
ナ

オ
ニ
シ
モ
ツ
ケ

オ
ニ
ノ
ヤ
ガ
ラ
　
＊

ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
　
＊

ミ
ズ
ヤ
マ
オ
ダ
マ
キ

オ
オ
バ
タ
ケ
シ
マ
ラ
ン

シ
ナ
ノ
オ
ト
ギ
リ

ミ
ネ
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ

オ
オ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ
ク

ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
　
＊

ウ
バ
ユ
リ

ウ
マ
ノ
ミ
ツ
バ

ノ
ゲ
シ

バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ

ホ
ザ
キ
イ
チ
ヨ
ウ
ラ
ン

タ
マ
ガ
ワ
ホ
ト
ト
ギ
ス

シ
ロ
ウ
マ
ア
カ
バ
ナ

ネ
バ
リ
ノ
ギ
ラ
ン

ヤ
マ
ブ
キ
シ
ョ
ウ
マ

ウ
ラ
ジ
ロ
ハ
ナ
ヒ
リ
ノ
キ

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

ア
ラ
シ
グ
サ

ク
ル
マ
ユ
リ

エ
ゾ
ア
ジ
サ
イ

オ
オ
ハ
ナ
ウ
ド

オ
タ
カ
ラ
コ
ウ

ク
ロ
ク
モ
ソ
ウ

ク
モ
マ
ニ
ガ
ナ

ウ
ド
イ
ヌ
ト
ウ
バ
ナ

イ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ

7/
11 2 12 12 23 1 2 3 2 2 1 1 1 2 2 23 23 2 1

学
名

G
ym

na
de
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a 

co
no

ps
ea

 

R
ub

us
 ik

en
oe

ns
is

O
pl

op
an

ax
 ja

po
ni

cu
s 

T
ar

ax
ac

um
 a

lp
ic

ol
a 

R
um

ex
 o

bt
us

ifo
liu

s

A
rt

em
is

ia
 p

ed
un

cu
lo

sa
 

V
ac

ci
ni

um
 v

iti
s-

id
ae

a 

P
la

ta
nt

he
ra

 o
ph

ry
di

oi
de

s 
 v

ar
. m

on
op

hy
lla

 

E
pi

lo
bi

um
 fa

ur
ie

i 

A
st

ilb
e 

th
un

be
rg

ii 
 v

ar
. f

or
m

os
a 

D
ia

nt
hu

s 
su

pe
rb

us
 . 

va
r.

 s
pe

ci
os

us

C
ac

al
ia
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ik

om
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ta
na

 

C
ac

al
ia

 a
de
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st

yl
oi

de
s 

B
is

to
rt

a 
m

aj
or

  v
ar

. j
ap

on
ic

a 

G
er

an
iu

m
 y

es
oe

ns
e 

 v
ar

. n
ip

po
ni

cu
m

 

P
hl

eu
m

 a
lp

in
um

 

E
pi

lo
bi

um
 c

ep
ha

lo
st

ig
m

a 

F
ili

pe
nd

ul
a 

ka
m

ts
ch

at
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a

G
as

tr
od

ia
 e

la
ta

 B
lu

m
e

G
eu

m
 ja
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cu
m

 

P
ile

a 
ha

m
ao

i 

A
qu

ile
gi

a 
bu

er
ge

ri
an

a 

St
re

pt
op

us
 a

m
pl

ex
ifo

liu
s 

va
r.

 p
ap

ill
at

us
 

H
yp

er
ic

um
 k

am
ts

ch
at

ic
um

  v
ar

. s
en

an
en

se
 

L
eo

nt
op

od
iu

m
 ja

po
ni

cu
m

L
on

ic
er

a 
ts

ch
on

os
ki

i 

P
se

ud
ol

ys
im

ac
hi

on
 s

ch
m

id
tia

nu
m

  s
sp

. s
en

an
en

se
 

C
ar

di
oc

ri
nu

m
 c

or
da

tu
m

 

Sa
ni

cu
la

 c
hi

ne
ns

is
 B

un
ge

So
nc

hu
s 

ol
er

ac
eu

s

V
er

at
ru

m
 g

ra
nd

ifl
or

um

M
ic

ro
st

yl
is

 m
on

op
hy

llo
s

T
ri

cy
rt

is
 la

tif
ol

ia
 

E
pi

lo
bi

um
 s

hi
ro

um
en

se
 

A
le

tr
is

 fo
lia

ta
 

A
ru

nc
us

 d
io

ic
us

  v
ar

. t
en

ui
fo

liu
s 

L
eu

co
th

oe
 g

ra
ya

na
 v

ar
. g

la
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in
a 

H
em

er
oc

al
lis

 m
id

de
nd

or
fii

  v
ar

. e
sc

ul
en

ta
 

B
oy

ki
ni

a 
ly

co
ct

on
ifo

lia

L
ili

um
 m

ed
eo

lo
id

es
 

H
yd

ra
ng

ea
 m
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ro

ph
yl

la
  v

ar
. m

eg
ac

ar
pa

 

H
er

ac
le

um
 d

ul
ce

 

L
ig

ul
ar

ia
 fi

sc
he

ri
 

Sa
xi

fr
ag

a 
fu

sc
a 

 v
ar

. k
ik

ub
uk

i

Ix
er

is
 d

en
ta

ta
 v

ar
. k

im
ur

an
a 

A
ra

lia
 c

or
da

ta
 

C
lin

op
od

iu
m

 m
ic

ra
nt

hu
m

 

C
am

pa
nu

la
 la

si
oc

ar
pa

 

10
/1
1 　

7/
21 2 2 23 23 1 2 3 12 23 12 1 12 23 23 3 2 1 1 1 1 1 2 2 2 3 3 1 1 1 2 3 1 2 3 1 2 2 23 23 1 2 2 3 23 1 2 3

9/
8

1 2 3 2 1 3

9/
28 　

8/
30

2 1 12 2 23 3
12
3 2 1 12 2

12
3 2 12 1 3

9/
15

2 1 3

8/
1
2 2 2 3 1 2 23 2 23 12 2 1 12 23 23 3 2 1 1 1 1 2 3 1 2 23 12 2 2 3 23 1 12 2 3 12 1 2 3

8/
12

2 2 12 2 1 12 2 23 3 12 2 2 2 3 3 1 12 2
12
3 2 12 1 3

8/
8

1 2 3 2 23 12 2 1 12 23 23 3 12 12 1 23 23 12 2 2 3 3 1 12 2 23 23 1 12 3

付
表
　
20
11
年
砂
防
新
道
で
確
認
さ
れ
た
被
子
植
物
（
イ
ネ
科
・
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
除
く
）
の
開
花
状
況
（
続
き
）
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6/
15 　

6/
27 　

6/
3 　

7/
7 　

5/
25 　

種
名

ヤ
マ
ハ
ハ
コ

ミ
ヤ
マ
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ

ミ
ヤ
マ
コ
ウ
ゾ
リ
ナ

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン

イ
ケ
マ

シ
モ
ツ
ケ

ヤ
マ
ト
ウ
バ
ナ

ミ
ヤ
マ
チ
ド
リ

オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ

ナ
ン
バ
ン
ハ
コ
ベ

コ
イ
チ
ヨ
ウ
ラ
ン

ク
ロ
マ
メ
ノ
キ

ホ
ソ
バ
ノ
ヤ
マ
ハ
ハ
コ

ミ
ヤ
マ
シ
シ
ウ
ド

ア
カ
ソ

ノ
リ
ウ
ツ
ギ

ヒ
ト
ツ
バ
ヨ
モ
ギ

ミ
ソ
ガ
ワ
ソ
ウ

シ
ラ
ネ
ニ
ン
ジ
ン

ミ
ヤ
マ
ホ
ツ
ツ
ジ

イ
ワ
オ
ト
ギ
リ

イ
タ
ド
リ

シ
シ
ウ
ド

シ
モ
ツ
ケ
ソ
ウ

キ
ツ
リ
フ
ネ

ホ
ツ
ツ
ジ

カ
ン
チ
コ
ウ
ゾ
リ
ナ

ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ

タ
テ
ヤ
マ
ア
ザ
ミ

ア
カ
ネ

ア
ク
シ
バ
　
＊

ク
サ
ア
ジ
サ
イ

サ
ン
イ
ン
ヒ
キ
オ
コ
シ
　
＊

バ
ラ
イ
チ
ゴ

ヤ
マ
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ

マ
ル
バ
ダ
ケ
ブ
キ

ム
カ
ゴ
イ
ラ
ク
サ

ミ
ヤ
マ
タ
ニ
タ
デ

ク
サ
ボ
タ
ン

オ
オ
バ
コ

コ
ウ
ゾ
リ
ナ

ソ
バ
ナ

エ
ゾ
シ
オ
ガ
マ

オ
オ
レ
イ
ジ
ン
ソ
ウ

ク
ロ
ト
ウ
ヒ
レ
ン

ノ
ア
ザ
ミ

ミ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ

リ
ョ
ウ
ブ

7/
11 　
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H
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um

  v
ar

. h
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R
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A
ng

el
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F
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nd
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m
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tij
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Im
pa

tie
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 n
ol

i-t
an

ge
re

T
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pe
ta
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 p
an
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ul
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a 

P
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er
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io
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C
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R
ub
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V
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m

 

C
ar
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ifo
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R
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a 
sh
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 v
ar
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R
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C
am
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la
 p
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L
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ar
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L
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te
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C
ir
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C
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m
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 s
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P
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nt
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o 
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a

P
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s 
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er
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io

id
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 v
ar

. g
la

br
es

ce
ns

 

A
de

no
ph

or
a 

re
m

ot
ifl

or
a

P
ed

ic
ul
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is

 y
ez

oe
ns

is

A
co

ni
tu

m
 g

ig
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  v
ar

. h
on

do
en

se
 

Sa
us

su
re

a 
ni

ko
en

si
s 

 v
ar

. s
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si
lif
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C
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si
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m
 

G
en

tia
na

 n
ip

po
ni

ca
 

C
le

th
ra

 b
ar

bi
ne

rv
is

 

10
/1
1 1 12 1

7/
21 12 23 3 1

9/
8 23 2 3 1 1 2 2 1 1 12 12 2 1

9/
28 12 3 1 1 12 2

8/
30 12
3 23 23 1 1 1 2 2 3 23 23 12 2 12 1 1 12 12 2 1 12 12
3 1 2 2 2 2 3 1

9/
15
2 2 3 1 2 1 1 12 12 2

8/
1 12 23 12
3 1 1 1 1 2 1 1 2 3 1 2 1 1 2 2 3 23 12
3 23 1 12 1 1 2 2 2

8/
12 12
3

12
3 23 1 1 2 1 1 2 2 3 23 23 12 12 1 1 12 12 23 1 2 1 1 1 1 2 2 2 12 3 1

8/
8 12
3 23 23 1 1 1 2 3 1 2 1 1 23 2 23 23 12
3 12 1 12 1 1 2 2 2 1 1 1 1 1 1 2 1 12 1 1 1 1 2 2 2 2 3 1

付
表
　
20
11
年
砂
防
新
道
で
確
認
さ
れ
た
被
子
植
物
（
イ
ネ
科
・
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
除
く
）
の
開
花
状
況
（
続
き
）
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6/
15 　

6/
27 　

6/
3 　

7/
7 　

5/
25 　

種
名

イ
ブ
キ
ゼ
リ
モ
ド
キ

ミ
ヤ
マ
セ
ン
キ
ュ
ウ

キ
オ
ン

ハ
ク
サ
ン
ア
ザ
ミ

ウ
マ
ノ
ア
シ
ガ
タ

カ
ナ
ム
グ
ラ

イ
ワ
シ
ョ
ウ
ブ
　
＊

エ
ゾ
ニ
ュ
ウ

タ
カ
ネ
ア
オ
ヤ
ギ
ソ
ウ
　
＊

オ
オ
ヨ
モ
ギ

キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ

ツ
ル
ニ
ン
ジ
ン

ミ
ツ
バ
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ

ミ
ヤ
マ
ニ
ガ
ウ
リ

ツ
ル
リ
ン
ド
ウ

オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
　
＊

タ
カ
ネ
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ

オ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ

オ
ト
コ
エ
シ

メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

ヨ
モ
ギ

ク
ロ
バ
ナ
ヒ
キ
オ
コ
シ

ハ
ク
サ
ン
カ
メ
バ
ヒ
キ
オ
コ
シ

ミ
ヤ
マ
コ
ゴ
メ
グ
サ

ハ
ク
サ
ン
ト
リ
カ
ブ
ト

サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ

ノ
リ
ク
ラ
ア
ザ
ミ

ゴ
マ
ナ

コ
シ
ア
ブ
ラ
　
＊

ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
　
＊

ヤ
マ
ハ
ギ

カ
ラ
イ
ト
ソ
ウ

ミ
ヤ
マ
ト
ウ
バ
ナ
　
＊

シ
ラ
ネ
セ
ン
キ
ュ
ウ

フ
キ
ユ
キ
ノ
シ
タ

ア
キ
ギ
リ

ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ

ノ
コ
ン
ギ
ク

ヨ
メ
ナ

サ
ン
ヨ
ウ
ブ
シ

シ
ラ
タ
マ
ノ
キ

ミ
ゾ
ソ
バ

リ
ン
ド
ウ

タ
ニ
ソ
バ
　
＊

フ
ジ
ア
ザ
ミ

ミ
ズ
タ
マ
ソ
ウ
　
＊

オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ

7/
11 　

学
名

T
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ng
ia

 h
ol

op
et

al
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C
on

io
se

lin
um

 fi
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um

Se
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o 

ne
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en
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C
ir

si
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 m
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su
m

ur
ae

 

R
an

un
cu

lu
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po
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cu
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H
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cu
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T
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ie
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A
ng
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V
er

at
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 lo

ng
eb

ra
ct

ea
tu

m

A
rt

em
is

ia
 m

on
ta

na
 

A
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H
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 v

er
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pe

po
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T
ri

pt
er

os
pe

rm
um

 ja
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L
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et

hr
oi

de
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sa
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po

ni
ca

  v
ar

. a
lp

in
a 

G
en

tia
na
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ak

in
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P
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ri
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a 
vi

llo
sa

O
en

ot
he

ra
 b

ie
nn

is
 

A
rt

em
is

ia
 in

di
ca

R
ab

do
si

a 
tr

ic
ho

ca
rp

a

R
ab

do
si

a 
um

br
os

a 
va

r.
 h

ak
us

an
en

si
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E
up

hr
as

ia
 in

si
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is
 

A
co

ni
tu

m
 h

ak
us

an
en

se
 

C
im

ic
ifu

ga
 s

im
pl

ex
 

C
ir

si
um

 n
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ik
ur

en
se

A
st

er
 g

le
hn

ii 
 v

ar
. h

on
do

en
si

s

A
ca

nt
ho
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10
/1
1 1 1 1 1 1

7/
21 　

9/
8
2 2 2 12 1 2 3 1 1 1 1 1 1 2 1

12
2 12 1 1 2 1 1 1 1 1 2

9/
28

2 12 1 1 1 2 1 22 12 1 1 1 1 1 1 1 1

8/
30
2 23 12 12 1 1 1 2 1 12 1 2 2 1 1 1 1 1 1 2 12 12
2 12 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1

9/
15
2 2 2 12 1 1 1 1 1 1 12 1 22 12 1 2 1 1 1 1 1 1

8/
1 　

8/
12
2 23 12 12 1 1 2 2 2 1 1 1 1 1 2 1 2 2 1 1 1 1 1 1 2 2 1 2

8/
8
2 23 12 2

開
花
時
期
の
早
い
も
の
か
ら
遅
い
も
の
へ
と
順
に
並
べ
て
い
る
。

1：
山
地
帯
で
開
花
，
2：
亜
高
山
帯
で
開
花
，
3：
高
山
帯
で
開
花
　
を
示
す
。

＊
は
20
09
，
20
10
年
に
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
，
20
11
年
に
確
認
で
き
た
種
を
表
す
。

付
表
　
20
11
年
砂
防
新
道
で
確
認
さ
れ
た
被
子
植
物
（
イ
ネ
科
・
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
除
く
）
の
開
花
状
況
（
続
き
）




